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防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
の
規
定
は
、
そ
も
そ
も
、
中
央
省
庁

等
改
革
の
た
め
の
国
の
行
政
組
織
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
防
衛
庁
設
置
法
（
当
時
）
に
お
け
る
防
衛
庁
（
当
時
）
の
所
掌
事
務
に
係
る
規
定
が
改
め
ら
れ
た
際
、
自
衛
隊
が
引

き
続
き
艦
艇
、
航
空
機
等
を
用
い
た
情
報
収
集
活
動
や
警
戒
監
視
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
法
律
上
明
ら
か
に
す

る
等
の
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

今
般
、
「
中
東
地
域
に
お
け
る
日
本
関
係
船
舶
の
安
全
確
保
に
関
す
る
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年
十
二
月
二

十
七
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
自
衛
隊
の
艦
艇
及
び
航
空
機
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
は
、
政
府
の
航

行
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
不
測
の
事
態
の
発
生
な
ど
状
況
が
変
化
す
る
場
合
へ
の
対
応
と
し
て
行
う
自
衛
隊
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
二
条
に
規
定
す
る
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
に
関
し
、
そ
の
要
否
に
係
る
判
断
や

発
令
時
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
観
点
か
ら
、
防
衛
省
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
所

掌
事
務
の
範
囲
内
で
必
要
な
対
応
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
法
令
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る



 

２ 

 

こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
特
別
措
置
法
の
制
定
を
含
む
新
た
な
立
法
措
置
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
御
指
摘
の
自
衛
隊
法
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
防
衛
省
設
置
法
第
五
条
及
び
第
二
十

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
の
機
関
の
組
織
及
び
所
掌
事
務
を
定
め
る
観
点
か
ら
、
自
衛
隊
の
機
関
で
あ
る
学
校
、
補

給
処
、
病
院
及
び
教
育
訓
練
研
究
本
部
が
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
の
内
容
や
こ
れ
ら
の
機
関
の
長
の
設
置
等
に
つ
い
て
規
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
自
衛
隊
の
調
査
研
究
に
関
し
て
・
・
・
個
別
規
定
に
よ
り
対
象
と
な
る
分
野
を
限

定
的
に
定
め
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。 


